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わたしたちのまち

麻溝はいま…

◇人口18，613人（6人増）

男　9，366人（3人増）

女　9，247人（3人増）

◇世帯数7，282世帯（7増）

令和3年11月1日現在（前月比）
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第233号

令和3年12月1日

市立麻溝公民館発行

相模原市南区下溝
594番地6

Tel O42778－2277

Fax O42－778－2278

顔彗りロナウイルス彦
あぐ泉主な彩き

2019年12月 ∃ �中国で原因不明の肺炎報告 

新型コロナウイルス検出 

妄20Ⅹ輝1月 3月 ∃ 弓4月 �国内初の感染者確認 

新型コロナウイルス世界へ拡大 

市内全公民館休館（3／少し6／1） 

粟定離・パラリンピック建脳症 

緊急事態宣言折る′′2瑚 

l 【 j喜舅 1 l �世界感染者数1（：D万人突破 
国内感染者数1万人突破 

緊急事態宣言解除（5／25 

公民館窓口業務再胃哉ヨノ／オ 

公民館図書室利用再開（6個 
l l l9月 l �公民館貸室利用再開（6／′19） 

公民館参加者の特定可能な 

事業再開（9／1） 

2021年1月 �緊急事態宣言（1／8、8／21） 

l �公民館窓口・図書室利用可、 
l F　3月 �貸室利用中止・事業中止（1′／13 

緊急事態宣言解除（3／22 

公民詑貸室利用再開・事業 

l l4月 l l l l l 工芸 �再開（3／Z≡》 
本市高齢者コロナワクチン 

接種開始（4／12） 

まん延防止等重点措置 

（4／2｝＼名／1） 

東京五輪・パラリンピック開催 

7／2：卜9／5 

緊急事態宣言（計2＼9／3功 

【10月 l i �公民館窓口・図書室利用可、 

貸室利用中止・事業中止（計6 

緊急事態宣言解除（10／1） 

公民館貸室利用再開・事業 

再開（10／1） 

全国47都道府県で感染音数 

減少　全国の1日の感染者が 

1，∝D人を下回りピーク時の 

25分の1以下となる（10個 

※延長については省略

回

世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
思
わ
ぬ
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

当
館
も
こ
の
難
局
を
何
と
か
乗
り
切
ろ

う
と
「
笑
顔
弾
け
る
そ
の
日
ま
で
共
に
頑

張
ろ
う
」
を
合
言
葉
に
、
専
門
部
や
専
門

委
員
会
の
皆
さ
ん
と
共
に
奮
闘
し
て
お
り

ま
す
。
〈
9
月
増
刊
号
を
参
照
〉
そ
こ
で
、

こ
の
困
難
な
一
年
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
め
ぐ
る
動
き
と

公
民
館
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。
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ノぞ溶く′クラブノ

秋の事業報告

ここが上手だね／みんなが評論家

子育てサポート

委員会は

応援します／

親子のふれあいの場

や子育ての悩み共有

の場設定

育児l鰍「あたより」

の発行

自由に書き込める

ボードで集まらない

おしゃべりの場設定

季節を感じてもらえ

るような壁面ポスター

制作の場設定

公民詑事業に初めて参加した

こうした機会を作ってもらうのは女喜しい

何かをやりながら出来そう

出来るだけ自分で動くのは大事だと思う

疲れた！毎日動いているんだけど‥

こうした運動はいいと思う

簡単な動作だけど続けれl劫果ありそう

「出会い・ふれあい・学び合い」の場である

公民館のことをさらに知っていただこうとい

うコーナーです。皆様から頂いたご質問に公
民館職員がお答えします。

公民館のテラスに張ってある相陽中学校野球部全国大会
出場を祝う横断幕に心躍りました。これからも子ども達
の学校生活の様子や活躍を届けてくれませんか。

祝いの横断幕は、相陽中学校からお話が
あり掲示したものです。この快挙に多くの
払滅亡方が驚き喜んでいました。昨年、子ども達

のパワーで麻溝を元気にしようと、公民館
ロビーにおいて麻溝小・夢の丘小・相

児童・生徒の学校生活の様子を写真や
で紹介しました。その折、困難な中、
生きと学校生活を送っている子ども達

稲井主事

気をもらったという声がたくさん寄せられました。
も学校の協力を得ながら、公民館から子ども達のパ
をお届けできたらと思います。なお、館区内の「学校責
より」をロビーに置いてありますのでご覧ください

ふ
れ
あ
い
の
囁
再
開
に
笑
顔

1
0
月
8
日
〈
金
）
子
育
て
支
援
事
業

の
♪
ぞ
う
さ
ん
ク
ラ
ブ
♪
が
開
か
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
策
で
滞
っ
て
い
た
こ
の
事

業
は
、
約
一
年
半
ぶ
り
の
活
動
再
開

と
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
3
組
の
未
就
園
児
と
お

母
さ
ん
達
は
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
委

員
会
の
ス
タ
ッ
フ
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

し
、
そ
の
中
で
子
ど
も
達
は
自
由
に

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
達
は

子
育
て
談
義
や
質
問
を
し
、
い
ろ
い

ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
受
け
て
い

ま
し
た
。
お
母
さ
ん
達
に
と
っ
て
は
親
子
の

ふ
れ
あ
い
の
場
に
よ
っ
て
、
日
ご
ろ

の
大
変
な
子
育
て
か
ら
一
時
解
放
さ

れ
、
息
抜
き
で
き
る
貴
重
な
時
間
と

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
学
生
力
l
ら
学
ぶ

自
分
ら
し
士
の
表
現

1
0
月
3
0
日
（
土
）
女
子
美
術
大
学
の

学
生
を
講
師
に
、
9
名
の
小
学
生
が

ア
ー
ト
の
楽
し
さ
や
面
白
さ
を
体
験

し
ま
し
た
。

秋
と
い
う
テ
ー
マ
で
キ
ャ
ン
バ
ス

に
絵
を
描
き
、
造
花
や
テ
ー
プ
・
ボ

ン
ボ
ン
な
ど
で
飾
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
作
品
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
み
ん

な
で
見
合
い
ま
し
た
。
有
名
な
画
家

や
美
大
生
の
絵
を
観
て
、
自
分
の
感

性
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

1
0
月
6
日
〈
水
〉
共
催
事
業
の
健
康

づ
く
り
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
な
が
ら
運
動
」
と
題
さ
れ
た
教
室

で
は
麻
溝
地
区
健
康
づ
く
り
普
及
員

の
指
導
の
も
と
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が

ら
な
ど
普
段
の
生
活
の
中
で
無
理
な

く
で
き
る
運
動
を
学
び
ま
し
た
。
健

康
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
は
日
々

の
生
活
習
慣
が
大
切
で
す
ね
。
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れからの事業案

琶麻溝公民結き
第33回　オつ／ライン聯し戻す

目　　時　2月26日（土）・27日（日）

収録会場　麻溝公民館

内　　容　活動発表等

詳細は地域情幸静氏や．P　触火をご覧ください

新春初笑い寄席

文化部待望の新企画

日時1月8日（土）午後2時～3時

会場　麻溝公民詑大会議室

出演　林家つる子氏
（第掴さがみはら宗罵矧伽
口窺力：（出御髄膜原市民効闇排乱

詳細は地域情幸隊駅珊Fa∝奴dくを
ご覧ください

この鰭の＃
しめなわづくり講習会　12月5日（日）　　クリスマス実験（仮称）12月12日（日）

♪ぞうさんクラブ♪　　12月’10日（金）・1月14日（金）・2月18日（金）

麻溝地区卓球大会　　　　2月20日（日）　　※状況によっては中止・延期になる場合があります

各
事
業
の
コ
ロ
ナ
対
策
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

緊
急
事
態
宣
言
が
9
月
3
0
日
に
解
除

さ
れ
、
貸
室
や
滞
っ
て
い
た
公
民
館
活

動
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
「
つ
ど
い
・

ま
な
び
・
ふ
れ
合
う
」
場
で
あ
る
公
民

館
と
し
て
、
少
し
ず
つ
賑
わ
い
を
取
り

戻
し
て
い
る
状
況
で
す
。

事
業
実
施
に
お
き
ま
し
て
は
、
「
公

民
館
事
業
の
実
施
の
考
え
方
」
に
基
づ

き
開
催
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
参
加

者
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
様
々
な
視

点
か
ら
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
事
業
以
外
の
来
館
時
に
も
自

宅
で
の
検
温
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
地
区
文
化
展
の
コ
ロ
ナ
対
策
】

三
密
回
避

・
コ
ン
パ
ク
ト
な
開
会
式
と
閉
会
式

・
展
示
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫

・
入
場
と
入
室
の
人
数
調
整

・
少
人
数
〈
当
番
制
）
で
の
運
営

消
毒
と
換
気
の
徹
底

・
朝
昼
夕
1
日
3
回
の
館
内
消
毒

（
正
午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
入
場
不
可
）

来
場
者
へ
の
お
願
い

・
受
付
用
紙
に
氏
名
と
連
絡
先
を
記
入

（
事
務
局
で
保
管
し
1
か
月
後
に
破
棄
〉

・
入
場
時
の
靴
底
と
手
指
の
消
毒

・
自
宅
で
の
検
温
及
び
来
館
時
の
検
温

・
マ
ス
ク
の
着
用

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
つ

・
順
路
に
沿
っ
て
鑑
賞

【
し
め
な
わ
づ
く
り
講
習
会
の
コ
ロ
ナ
対
策
】

三
密
回
避

・
対
人
距
離
の
確
保
（
最
低
1
m
）

・
講
師
は
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
着
用

・
参
加
者
同
士
の
接
触
を
控
え
る

消
毒
と
換
気
の
徹
底

・
朝
昼
夕
1
日
3
回
の
館
内
消
毒

・
1
時
間
に
1
回
の
換
気

来
場
者
へ
の
お
願
い

・
来
館
時
の
靴
底
と
手
指
の
消
毒

・
自
宅
で
の
検
温
及
び
来
館
時
の
検
温

・
マ
ス
ク
の
着
用

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち

作
業
中
は
会
話
を
慎
む

・
ハ
サ
ミ
な
ど
の
道
具
を
措
参
し
共
有
し
な
い

3
月
ま
で
の
中
止
事
業
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と
が
難
し
く
、
や
む
を
得
ず
中
止
い
た
し
ま
す

・
公
民
館
大
掃
除

※
1
2
月
1
日
時
点
で
の
中
止
情
報
で
す

今
後
、
状
況
に
よ
り
さ
ら
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

公
民
館
窓
口
、
掲
示
板
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
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鸞鱒Jく藁葺の主役は実生t徽
寅年って？

《トラ》のことです

トラを繕ったことわざ
“虎の尾を踏む”

きわめて危険なこと
“トラの威を†苦るキツネ’’

力のないもの力巧凱1着
の権威を借りていぼる
ことのたとえ「しまのないトラ」

作　：斉藤洋
絵　：廣川沙映子
出版社：僧成社

トラ．£ニ急、、
ノ「‾▲、－J

あるのはしげみや林に

うまくかくれるのにつこうが

いいからです。もし、トラが

＼＼悪霊苦言買ノ瑞
＼＼ノ〈＼】ノ／＼＼一、一ノ

「おらやのじかんにきたとら」

ジュディス・カー
「とらねこたっちととらのこ

びっぴ」　ふじしまあおとし
「すてねこタイガーと家出犬

スポット」　リブ・フローデ
「みどりいろのトラ」

ダイアン・工ルスン
「とらとほしがき」

バク・ジ工ヒョン
「とらたとまるた」

中川季枝子

●　　　　二．・′jl

○
は
図
書
室

転
は
公
民
館
と
図
書
室

開
室
時
間
1
0
時
～
1
7
時

儲
藩
買
芸
者
鶴
－
－

～
コ
ロ
ナ
禍
で
の
美
化
活
動
～

残
暑
の
中
、
「
草
刈
り
を
や
り
ま
し
ょ

う
か
」
と
お
声
を
か
け
て
下
さ
っ
た
地

域
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
公

民
館
の
花
壇
に
生
い
茂
っ
た
雑
草
に
目

を
と
め
て
く
だ
き
り
、
そ
の
お
心
遣
い

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。
利
用
サ
ー
ク
ル
の
皆
様
と
の

交
流
を
兼
ね
て
予
定
し
て
い
た
草
取
り

は
、
緊
急
事
態
宣
言
終
了
の
願
い
叶
わ

ず
、
9
月
3
0
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
た
め

職
員
ス
タ
ッ
フ
で
行
い
ま
し
た
。
目
に

映
る
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
も
の
が
コ
ロ
ナ

禍
で
の
生
活
に
潤
い
と
明
る
い
希
望
を

も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
の

願
い
が
、
公
民
館
入
口
で
目
に
と
ま
る

植
栽
の
美
化
活
動
に
結
び
つ
い
て
い
ま

す。

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
て
な
る
も
の
か
」

の
思
い
で
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
出
来

る
こ
と
探
し
に
取
り
組
ん
だ
今
年
も
師

走
を
迎
え
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
「
笑
顔

あ
ふ
れ
る
公
民
館
に
」
と
新
た
な
気
持

ち
で
臨
み
ま
す
。
　
　
　
　
（
山
口
誠
）

◇
公
民
館
活
動
功
労
者
の
表
彰
（
敬
称
略
〉

麻
溝
公
民
館
に
長
き
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
部
・
青
少
年
部
　
座
間
幸
康

体
育
部

青
少
年
部

重
原
雅
美

千

葉

　

優

名

村

　

健

箕
輪
良
市

畠
山
民
子

◇
市
政
功
労
表
彰
惑
称
略
〉

1
1
月
2
0
日
（
土
）
の
市
制
記
念
日
に
、
市
政
の

進
展
、
公
共
の
福
祉
の
増
進
、
文
化
の
向
上

な
ど
に
功
労
が
あ
っ
た
方
々
に
対
し
表
彰
状

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
麻
溝
地
区
か
ら

次
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
会
活
動
　
里
中
正
一

公
民
館
活
動
　
桐
戸
初
生

◇
麻
溝
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
受
賞

市
ま
ち
・
み
ど
り
公
社
主
催
の
　
「
第
9
回

（
令
和
3
年
度
）
花
の
ま
ち
づ
く
り
花
壇
コ
ン

テ
ス
ト
」
　
に
お
い
て
、
麻
溝
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

年
間
を
通
し
て
、
四
季
折
々
の
花
で
来
館
者

を
お
迎
え
し
よ
う
と
日
々
奮
闘
努
力
へ
の
高

い
評
価
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

◇
Y
昌
T
u
b
e
動
画
配
信
の
開
始

動
画
配
信
を
ご
利
用
の
方
は
、
麻
溝
公
民
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
麻
溝
公
民
館
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
　
の
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
か
、

1
面
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
も
お
願
い
し
ま
す
。

⑱
⑧
⑧
⑱
　
轡
鳩
㌧

コ
ロ
ナ
禍
で
も
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
　
～
珊
漣
二

し
な
が
ら
活
動
し
て
き
た
一
年
で
し
た
。
広
報
委
員

に
と
っ
て
も
、
公
民
館
に
活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
り
取

材
の
機
会
が
増
え
た
こ
と
は
喜
び
で
す
。


